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（※）授業以外の時間に学生が自主的に取り組む課外活動。ものづくりを中心とした「夢考房プロジェクト」と、専門科目の延長線上にある
「学科プロジェクト」に分けられる。1、2年生から研究の最前線を見られる「研究室体験活動」もプロジェクトの一つだ。
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　KIT入学教育は高校在学中から大学で
行われる授業を〝先取り受講〟できるなど、入
学後の学びや生活をスムーズにスタートさせ
るためのユニークな高大接続プログラムだ。
具体的には「授業体験」「ステップアップ講
座」「直前集中講座」の3本柱で構成されて
いる。すべてオンライン形式で実施される。
　KITでの学びでは「集団で共働し課題解
決にあたる行動力やチームワーク力」「構想し
たものを説明し、賛同を得る説明力や表現力」
「技術者倫理に則り自己を律し継続して課
題解決にあたる自己啓発力」「AIを用いた情
報収集力や課題解決力」が身につく。その能
力をベースにそれぞれの専門力を育んでいく。
そういった学びのプロセスの一端を「入学教
育」で経験し、大学での成長、社会人としての
活躍につなげる目的がある。

KIT授業体験
　高校1～3年生を対象にオンデマンド配信
で行われる。大学1年次に行われる授業や各
学科の専門基礎分野の授業を受講すること
で、大学での学び、専門的な学びに一足早く
触れ、体感することができる。航空システム工

学科の「ドローン工学概論」やロボティクス学
科の「AIロボット入門」、情報工学科の「プロ
グラミング入門」など、全12学科の特徴的な
授業と教養科目が用意されている。参加費は
無料で、受験志望者だけでなく、工学に興味
のある高校生は誰でも受けられる。

KITステップアップ講座
　入試合格者を対象に、合格通知とともに
参加が案内される。先輩の在学生やクラス
メートになる同期生との交流を通して、キャン
パスライフの始め方や入学後の学びについ
て触れ、大学でどのように成長していけるか
をイメージしていく。リアルタイム配信あるい
はオンデマンド配信を通じて受講する。
　先輩学生が大学入学後の成長過程をプ
レゼンテーションし、新入生にとって学びの“モ
デルケース”にしてもらう「KITステークホル
ダー交流会」▽入学する学科の先輩学生
が、自分の志望動機や新入生だった頃の不
安を含め、大学生活や教育研究活動のエピ
ソードをざっくばらんに語ってくれる「先輩と
の座談会、施設紹介」▽やりたい研究や就
きたい職業など、進路を選ぶために必要とな

る科目履修やプログラムについて具体的に
知り、自分のキャリア形成をイメージする「キ
ャリアデザイン講座、専門紹介」がある。
　これらの講座で、自身の強み、自己の学ぶ
目的、自分の将来像に気づき、大学での学修
の方向を深く考えていく。さらに目的志向型入
学（AO入学）、推薦試験A・B、専門高校特
別選抜の合格者を対象にした入学前課題に
ついて在学生が解説を行う「基礎学力解説
講座」が用意されている。

KIT直前集中講座
　入学予定者を対象に、入学前の3月にオ
ンデマンド配信で実施される。授業などで使
用するパソコンやソフト、学内ネットワークの
使い方を知り、入学に備えておく「ICT入門」
「文章の書き方講座」がある。自己の学び方
を考えたうえで、初見や不得意な学びにチャ
レンジしていく意欲を高める。
　また入学予定者には、入学前に数理系の
基礎科目、専門科目をオンデマンド配信で
受講できる「先取り科目」履修の仕組みも用
意されている。受講科目の単位認定は入学
後に行われる。

KIT入学教育って何だ!?
安心の“第一歩”のために

全国2000高校の進路指導教諭が選ぶ
「面倒見の良い大学」ランキングのトップクラ
ス常連校として知られ、学生を‶伸ばす”こと
には定評がある金沢工業大学（KIT）が
2021年度に始めたのが「KIT入学教育」
だ。受験志望の高校生や入学予定者を対
象に、大学生活への橋渡しや学びのモチベ
ーション作りを手助けし、大学での成長を自ら
イメージできるようにする目的がある。アドミッショ
ン・キャリア教育センター所長の青木隆教授
が、1年生（23年4月入学）の宮沢友歌さん
（工学部）と石野真帆さん（バイオ・化学部）
にKIT入学教育を受けた感想を聞いた。

取材･文　堀 和世

金沢工業大学はなぜ学生を伸ばせるのか？

右から青木隆教授、宮沢友歌さん、石野真帆さん（石川県野々市市の金沢工業大学扇が丘キャンパスで）
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参加が案内される。先輩の在学生やクラス
メートになる同期生との交流を通して、キャン
パスライフの始め方や入学後の学びについ
て触れ、大学でどのように成長していけるか
をイメージしていく。リアルタイム配信あるい
はオンデマンド配信を通じて受講する。
　先輩学生が大学入学後の成長過程をプ
レゼンテーションし、新入生にとって学びの“モ
デルケース”にしてもらう「KITステークホル
ダー交流会」▽入学する学科の先輩学生
が、自分の志望動機や新入生だった頃の不
安を含め、大学生活や教育研究活動のエピ
ソードをざっくばらんに語ってくれる「先輩と
の座談会、施設紹介」▽やりたい研究や就
きたい職業など、進路を選ぶために必要とな

る科目履修やプログラムについて具体的に
知り、自分のキャリア形成をイメージする「キ
ャリアデザイン講座、専門紹介」がある。
　これらの講座で、自身の強み、自己の学ぶ
目的、自分の将来像に気づき、大学での学修
の方向を深く考えていく。さらに目的志向型入
学（AO入学）、推薦試験A・B、専門高校特
別選抜の合格者を対象にした入学前課題に
ついて在学生が解説を行う「基礎学力解説
講座」が用意されている。

KIT直前集中講座
　入学予定者を対象に、入学前の3月にオ
ンデマンド配信で実施される。授業などで使
用するパソコンやソフト、学内ネットワークの
使い方を知り、入学に備えておく「ICT入門」
「文章の書き方講座」がある。自己の学び方
を考えたうえで、初見や不得意な学びにチャ
レンジしていく意欲を高める。
　また入学予定者には、入学前に数理系の
基礎科目、専門科目をオンデマンド配信で
受講できる「先取り科目」履修の仕組みも用
意されている。受講科目の単位認定は入学
後に行われる。

KIT入学教育って何だ!?
安心の“第一歩”のために

全国2000高校の進路指導教諭が選ぶ
「面倒見の良い大学」ランキングのトップクラ
ス常連校として知られ、学生を‶伸ばす”こと
には定評がある金沢工業大学（KIT）が
2021年度に始めたのが「KIT入学教育」
だ。受験志望の高校生や入学予定者を対
象に、大学生活への橋渡しや学びのモチベ
ーション作りを手助けし、大学での成長を自ら
イメージできるようにする目的がある。アドミッショ
ン・キャリア教育センター所長の青木隆教授
が、1年生（23年4月入学）の宮沢友歌さん
（工学部）と石野真帆さん（バイオ・化学部）
にKIT入学教育を受けた感想を聞いた。

取材･文　堀 和世

金沢工業大学はなぜ学生を伸ばせるのか？

右から青木隆教授、宮沢友歌さん、石野真帆さん（石川県野々市市の金沢工業大学扇が丘キャンパスで）
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1年生お二人に聞きました！

先
ほ
ど
言
っ
た
研
究
室
体
験
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。

青
木
　
何
の
研
究
を
し
て
い
る
ん
で

す
か
。

石
野
　
初
歩
と
し
て
細
胞
の
培
養
を

し
て
い
ま
す
。
実
験
の
授
業
で
は
や

ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
深
く
で
き
て
い

る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

宮
沢
　
僕
は
中
学
、
高
校
で
と
て
つ

も
な
い
量
の
知
識
を
学
ば
さ
れ
て
き

た
の
で
、
今
の
大
学
の
授
業
範
囲
に

は
正
直
、
物
足
り
な
い
気
は
し
ま
す
。

そ
の
分
、
課
外
活
動
で
新
し
い
刺
激

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

青
木
　
２
人
は
す
で
に
専
門
的
に
学

び
た
い
こ
と
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
う
で
な
い
人
も
含
め
て
、

数
学
や
物
理
の
知
識
な
ど
基
本
的
な

科
目
の
学
び
直
し
も
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

石
野
　
今
（
１
年
生
）
は
ま
だ
高
校

の
授
業
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
人
が
周
り
に
は
多
い
で

す
ね
。
私
は
高
校
で
物
理
を
選
択
し

な
か
っ
た
の
で
、
物
理
を
学
べ
る
機

会
と
し
て
は
数
理
教
育
は
良
い
機
会

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木
　
そ
こ
の
学
び
直
し
が
、
専
門

的
に
や
り
た
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

専
門
分
野
の
元
に
な
っ
て
い
る
数
理

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
大
学

で
の
学
び
が
よ
り
能
動
的
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
輩
や
同
級
生
と
知
り
合
え
る

青
木
　「
先
輩
と
の
座
談
会
」
で
は

先
輩
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
ね
。
何
か
気
づ
き
が
あ
り

ま
し
た
か
。

石
野
　
最
初
は
み
ん
な
黙
っ
て
い
た

ん
で
す
が
、
先
輩
が
何
で
も
聞
い
て

い
い
よ
っ
て
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
本
当
に
何
で
も
聞
い
た
ん
で
す
。

一
人
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
と
か
、

パ
ソ
コ
ン
に
マ
ウ
ス
は
要
り
ま
す
か

と
か
。
私
は
本
当
に
大
学
が
怖
か
っ

た
の
で
、
そ
の
怖
さ
が
半
減
し
ま
し

た
。
座
談
会
で
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ
っ

た
子
と
入
学
式
の
後
に
話
せ
た
り
と

か
、
人
間
関
係
の
場
が
座
談
会
で
広

が
っ
た
の
で
、
す
ご
く
い
い
経
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

青
木
　
実
は
24
年
度
か
ら
入
学
予
定

者
を
対
象
に
し
た
「
先
取
り
科
目
」

履
修
の
範
囲
を
数
理
系
の
基
礎
科
目

に
加
え
て
専
門
科
目
に
広
げ
、
高
校

３
年
生
か
ら
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
前

倒
し
で
単
位
が
取
れ
れ
ば
、
１
年
生

の
時
に
〝
空
き
時
間
〞
が
生
ま
れ
ま

す
よ
ね
。
そ
の
時
間
を
自
分
の
や
り

た
い
学
び
に
充
て
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
。

宮
沢
　
そ
う
し
た
ら
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
で
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
入
れ
た

り
、
研
究
室
見
学
に
行
く
こ
と
も
で

き
る
し
、
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

石
野
　
も
し
私
だ
っ
た
ら
、
今
は
１

週
間
に
一
度
し
か
研
究
室
に
行
け
て

な
い
の
を
、
も
う
１
日
増
や
す
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

青
木
　
も
っ
と
広
が
り
を
持
っ
て
考

え
て
い
て
、
１
年
生
で
２
年
生
以
降

に
習
う
科
目
（
上
位
科
目
）
を
履
修

で
き
る
ル
ー
ル
は
す
で
に
整
え
て
あ

る
の
で
、
そ
う
い
う
先
取
り
履
修
の

仕
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
入
学

教
育
を
単
に
高
校
か
ら
大
学
へ
ス
ム

ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
も
の
だ
け

と
は
捉
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
や
り

た
い
こ
と
を
考
え
た
り
、
学
び
を
振

り
返
っ
て
み
た
り
し
て
大
学
の
中
で

も
成
長
で
き
る
、
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム

作
り
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
ま
す
。

「
と
り
あ
え
ず
、
や
っ
て
み
る
」

青
木
　
最
後
に
１
年
前
を
思
い
出
し

て
、
今
の
高
校
生
に
対
し
て
〝
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
ら
〞
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
か
？

石
野
　
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
専
門
教

育
の
先
取
り
授
業
が
、
私
も
と
て
も

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
入

学
後
の
勉
強
の
加
減
と
い
う
か
、
単

位
を
取
る
に
は
こ
の
く
ら
い
頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
い
っ
た
練
習
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
沢
　
高
校
生
の
う
ち
は
興
味
が
あ

っ
た
ら
や
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
、

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
い
い
と
思
い
ま

す
。
僕
は
小
学
校
の
時
に
父
親
に
マ

イ
コ
ン
を
与
え
ら
れ
て
、
と
り
あ
え

ず
や
っ
て
み
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

だ
か
ら
目
の
前
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
っ

た
ら
触
っ
て
み
れ
ば
い
い
。
と
り
あ

え
ず
や
っ
て
み
る
姿
勢
が
結
局
、
大

学
で
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

青
木
　
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
「
授

業
」
と
か
「
単
位
」
に
意
識
が
向
き

が
ち
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
先
輩
と

一
緒
に
何
か
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か

―
と
い
っ
た
取
り
組
み
が

あ
っ
て
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
、
今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ．金沢工業大を選んだ理由は？
宮沢　高校で大学紹介を聞く機会が多かった
んですが、ここの大学はとりわけ熱かったという
か、熱い思いで授業をしてくれるんだな、熱い
思いで研究を行えるんだなと感じたので選びま
した。入学教育でのお話でも、全員に将来のビ
ジョンを持って大学生活を送りなさいとずっと
言われてきたし、大学を「人生の夏休み」にしな
いでほしいという思いが伝わってきます。
石野　私は高校の理科の先生になることを目
指しています。そのためには高校で選択しなか
った物理を学ぶ必要があります。この大学を調
べていたら、初歩的なところから物理を教えて
くださる数理工教育研究センターという施設
があったり、先生方のサポートが行き届いてい
ることを知り、選びました。
Ｑ．高校の学びと大学の学びはどこが違いま
すか？
宮沢　僕は工業高校出身なので大きな違いは
ないんですけど、同じ専門でも高校では広く浅
く、3年間で全体を網羅するという授業が多か
ったのが、大学ではぐっと細かく区画分けして、
それをちょっとずつと掘り下げていくといった
方法で、専門をマスターするという授業になっ
ていくのかなと思います。
石野　大学は高校より 能動的に自分から学ん
でいっているという感じがします。授業の内容
も高校よりは深いところまで学べるので、バイ
オに興味を持って入ってきた私には、すごく楽
しい時間だなと感じます。

宮
みやざわ
沢友

ゆう た
歌さん

工学部情報工学科1年
長野県立松本工業高等学
校出身
目的志向型入学（AO入学）

石
いし の
野真

ま ほ
帆さん

バイオ・化学部応用バイオ
学科1年
新潟県立高田北城高等学
校出身
一般試験A

金沢工業大学はなぜ学生を伸ばせるのか？
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